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『
金
木
だ
よ
り
』
は
各
世
帝
ご

と
に
一
部
ず
つ
無
料
配
付
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
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方
式
（
税
金
賦
課
の
計
算
方
法
）
が
定

め
ら
れ
て
い
て
、
ど
の
方
式
を
と
る
か

は
市
町
村
の
任
意
に
委
せ
ら
れ
、
各
市

’

町
村
で
は
財
政
の
躯
情
や
住
民
の
所
得

状
況
に
よ
っ
て
、
最
も
実
悟
に
即
応
す

る
と
思
わ
れ
る
方
式
を
、
と
っ
て
き
た

の
で
あ
る
っ
〃

こ
の
た
め
、
市
町
村
間
に
大
き
な
税

負
担
の
譲
位
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を

是
正
し
格
差
を
縮
め
る
た
め
に
、
今
回

の
法
改
正
で
『
本
文
方
式
』
と
『
侭
し

寄
き
方
式
』
の
、
二
つ
の
課
税
方
式
に

統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
文
方
式
と
但
し
画
き
方
式
の
差
異

『
本
文
方
式
』
と
『
但
し
雷
き
方

式
』
の
漂
異
は
詞
「
本
文
方
式
』
の
ほ

う
が
、
税
の
賦
課
対
鐘
と
な
る
金
額
の

つ
か
ま
え
か
た
で
、
総
所
得
か
ら
控
除

》
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
町
税
》

岨
条
例
の
改
正
が
行
な
わ
れ
、
本
年
《

恥
度
分
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
》

》
つ
た
が
、
変
っ
た
点
は
住
民
税
》

》
（
町
民
税
）
が
主
で
、
そ
の
概
要
一

一
を
伊
藤
税
務
課
畏
に
伺
っ
て
み
る
一

一
と
次
の
と
お
り
で
す
。

い
ま
ま
で
は
、
税
法
で
五
つ
の
騨
税

●

《
町
税
条
例
の
改
正
》
，
↓

二
④
の
課
税
方
式
で

財
政
の
急
変
を
さ
け
る
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い
一
般
町
村
は
立
っ
て
い
か
な
い
の
で

町
で
は
ほ
と
ん
ど
の
町
村
と
同
柾
に

『
但
し
番
き
方
式
』
を
採
用
し
、
財
政

の
急
激
な
変
動
左
避
け
て
い
る
。
一

町
民
税
の
負
担
割
合
は
安
く
な
っ
だ

『
但
し
群
き
方
式
』
老
採
用
し
た
町

税
条
例
の
改
正
点
は
、
①
課
税
の
茶
漉

と
な
る
所
得
に
、
国
ま
た
は
県
の
決
定

し
た
所
得
額
を
使
用
す
る
。
②
親
率
、

③
税
額
控
除
の
そ
れ
ぞ
れ
の
面
に
墓
っ

て
お
り
、
こ
れ
護
条
例
改
賑
前
両
課
税

方
式
と
比
較
し

実
際
町
民
の
税

負
担
の
測
り
合
・

い
を
椣
討
し
て
一

み
る
と
、
下
表

の
通
り
、
同
じ

所
得
金
甑
で
あ
し
ぐ

れ
ば
大
鯛
に
礎
多
言
脚
魚

減
さ
れ
て
い
る
岸
齢

式
』
に
比
較
し
て
減
少
さ
れ
る
こ
と
に

さ
れ
る
項
目
が
多
く
…
…
し
た
が
っ
て

住
民
税
の
所
得
割
は
、
『
但
し
密
き
方

な
っ
た
。
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こ
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で
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な

●

可

一 ．I勺

■

一

【現行（36）刈巧又＝（37）1町民魂所得割の比較

(例）所博40万で扶義親族5人（うち専従者2人）の堀金

抵碓控除9万円差引課税所得31万円

且

36（現

課税標準|税率｜
=310jQoql二型
5人250

-----.-二二一

一一一一=－－－

-10万(10万）×2:=
207j(1077)×3=

所 得

挟，義控除

専従者.控除

控除計

一
博
一
搾
一１
１｜諜引所得割霞一｜

※超過累進税1～10万
率gl･騨例10～20万

（
Ⅱ
リ

ハ
Ⅱ
Ｕ
（
、
Ｕ

八
Ⅷ
〕
八
叩
）
〈
肌
Ｕ

９
（
ｍ
ｖ
Ｆ
『
〕

４
４
△
Ｆ
『
ｖ
巾

一
三
９

＝2，()0020万～30万（10万）
＝3,00030万～31万（1万）

４
５
１

×
×
＋
ｕ

■

ご
‐

し
、

■
ｑ
‐

１
１167､



口
一
拍
●
一
Ｆ
■
。
ｂ
ｌ
▼
’
■
Ｆ
ワ
や
Ｌ
声
ユ
ロ
ｒ
Ｌ
○
Ｆ
１
軍
可
４
１
ｈ
ｆ
ｑ
Ｊ
Ｕ
４
卜
ｂ
Ｆ
‐
Ｉ
ｐ
０
Ｌ

職
蝿
蝋
鋤
蕊
溺

Ｌ
Ｉ

号外（2）金木だより昭和37年7月25日（月）

三
上
町
長

成
田
助
役

‐
●
●
蕊
熱
蕊
騨
霧
ア

認
。
悪
鱒
刻
・
写
．

。
９
９
■
Ｄ
ｕ
．
■
・
国
：
！
。
■
：
■
．
．
。
■
：
；
：
：
。
。
Ⅱ
‐
”
；
‐
１
‐
‐
，
’
‐
Ｂ
：
Ｄ
‐
Ｄ
ｏ
０
■
０
０
：
Ｄ
Ｄ
：
。
Ｄ
：
：
！
：
：
０
０
：
；
１
・
；
９
０
：
８
．
１
０
‐
‐
‐
，
‐
：
６
。
‐
ｌ
ｄ
Ｉ
Ｄ
‐
Ｄ
丘
‐
，
．
Ｉ
手
。
‐
‐
■
０
０
．
０
：
１
日
６
■
ｂ
０
０
：
‐
．
；
６
ｊ
ｏ
ｏ
６
１
Ｄ
Ｄ
ｏ
Ｐ
Ｄ
Ｉ
や

角
田
聡
入
役
田
中
總
務
課
長
角
田
産
業
課
長
白
川
建
設
鐸
墨
・
桑
田
厚
生
溌
畏
伊
藤
職
務
課
長

ン･学
①－口

一

・埋辿一
睡

．ー

夕

ql-
亀

J凸

～、マ

:篭難
瀝乙.旬
の正

'写琶学設
'

一ﾄ

ー

鍵
－1

Ｉ
』
・
戸
一議
錨

馥
据
圭
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ｒ
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す
る
頭
頂
③
両
定
置
産
評
価
辮
在
委
員

会
に
関
す
る
窮
項

徴
収
係
長
中
谷
専
之
助

係
今
平
内
、
田
中
要
迭
、
野
呂
郁

一
一
一
一

一
の
誇
税
の
徴
収
に
関
す
る
躯
、
②
湘
納

関
す
る
蛎
項

戸
籍
係
丑
伊
丸
岡
貢

係
今
兼
春

①
戸
辮
に
関
す
る
率
頑
②
往
民
斑
録
に

関
す
る
事
項

消
防
係
小
円
桐
昇

①
消
防
に
関
す
る
頭
頂

年
金
係
長
沌
励
彊
三

係
洞
井
万
蔵
、
今
義
孝
、
今
盛
幸

の
年
金
に
関
す
る
那
珂

▽
税
務
課

課
長
伊
藤
文
雄

課
長
補
佐
須
崎
剛
美

諏
俸
認
須
崎
由
美

係
中
山
三
秋
、
白
川
律
臣
、
蕊
西

謙
一
、
潤
井
則
子

①
諸
税
賦
課
に
関
す
る
耶
頑
②
課
税
物

件
の
移
動
並
び
に
織
業
に
関
す
る
那
頂

③
園
税
、
県
税
に
関
す
る
躯
、
の
税
務

庶
務
に
関
す
る
率
項

癖
咋
“
伊
藤
定
五
郎

係
伊
丸
岡
兼
雄
、
白
川
昭
夫
、
西

村
喪
一

に関
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処
分
に
関
す
る
躯
項
③
納
税
貯
寄
組
合

及
び
納
税
思
想
衿
及
に
関
す
る
事
項

▽
傑
瞼
課

課
長
小
野
四
郎

係
長
白
川
重
一

係
田
中
勇
治
、
中
村
政
勝

①
公
印
の
保
管
に
関
す
る
こ
と
②
予
算

決
算
に
関
す
る
こ
と
③
静
寂
報
酬
蔽
求

辮
壷
に
関
す
る
こ
と
④
異
動
整
諏
獅
盤

姉
に
関
す
る
こ
と
⑤
囲
保
運
伐
協
議
会

に
関
す
る
こ
と
⑥
被
保
険
者
台
帳
の
墜

愉
に
関
す
る
こ
と
⑦
診
振
報
酬
給
付
に

関
す
る
こ
と

保
睡
婦
古
川
つ
ゑ

①
保
鰹
楯
導
及
び
活
動
に
関
す
る
こ
と
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教
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郎
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会
淡
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宛
織
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教
育
予
輝
②
人

率
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給
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並
び
に
教
育
財
摩
の
袴
郵
③

教
育
機
関
の
設
瞳
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顕
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入
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退
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編
制
、
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育
課
程
②
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科
鰹
、
教
材
の
販
扱
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殿
児
菰
の
補
助
③
公
印
犠
守
、

規
則
公
布
、
公
表
④
学
校
保
鰹
、
学
校

安
全
会
⑤
社
会
教
育
の
桐
導
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び
援
助

⑥
携
回
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既
務
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び
用
度

係
伊
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文
密
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発
送
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学

級
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婦
人
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関
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、
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会

体
育
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館
郡
務
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財
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校

篭
理
嘱
務
、
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補
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会
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農
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と
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化
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こ
と
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